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【調
査
報
告
】
再
度
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
を
訪
れ
て

外

川

健

一

・
庚
炳

富

・
萩

原

義

弘

二
〇
〇
二
年

一
月
三
〇
日
に
閉
山
し
た
太
平
洋
炭
礦

の
事
業
を
引
き
継
い
だ
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
は
、
太
平
洋
炭
礦

(株
)
と
関
連
企
業
を
離
職
し
た
約

一

五
〇
〇
人
の
う
ち
五
〇
九
人
を
再
雇
用
し
同
年
四

月
九
日
よ
り
、
採
炭
を
開
始
し
た
。

同
社
は
、
太
平
洋
炭
礦

の
最
盛
期
の
約
三
分
の

一
で
あ
る
年
間
七
〇
万
ト
ン
の
石
炭

を
生
産
す
る
計
画
で
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
二
〇
〇

二
年
度

に
引
き
続
き
今
年
度
二
〇

〇
三
年
度
も
順
調
に
年
間
生
産
目
標
を
ク
リ
ア
ー

し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
同
社
は
国

の

「炭
鉱
技
術
移
転
五
ヶ
年
計
画
」
に
基
づ
き
、
ベ
ト
ナ
ム
、
中
国
か
ら
研
修
生
を
受

け
入
れ
、
太
平
洋
炭
礦

時
代
か
ら
培

っ
た
先
進
技
術
を
海
外
産
炭
地
に
伝
え
る
使
命

を
持

っ
て
い
る
。
し
か
し
採
炭
場
所
の
埋
蔵
量
な
ど
と
の
関
係
で
、
こ
の
ペ
ー
ス
で

の
採
掘
を
続
け
る
こ
と
は
難
し
い
と
予
想
さ
れ
て
お
り
、
多
く
の
失
業
者
を
抱
え
た

地
域
経
済
を
立
て
直
す
意
味
か
ら
も
新
規
事
業

の
開
拓
が
課
題
と
な

っ
て
い
る
。
な

る
ほ
ど
、
釧
路

コ
ー

ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
の
設
立

に
よ

っ
て
、
太
平
洋
炭
礦

閉
山
に

よ
る
釧
路
地
域
経
済

へ
の
影
響
は
若
干
緩
和
さ

れ
た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

道
東
地
域

の
経
済
事
情
は
依
然
と
し
て
厳
し
く
、
新
た
な
雇
用

の
受
け
皿
と
な
る
新

産
業
の
創
造
が
、
地
域
に
と

っ
て
緊
急
か

つ
最
重
要
の
課
題
と
な
る
。
こ
の
た
め
、

市
で
は

「新
産
業
創
造
等
事
業
検
討
委
員
会
」
を
設
置
し
、
新
た
な
プ

ロ
ジ

ェ
ク
ト

の
事
業
化
可
能
性
な
ど
に

つ
い
て
具
体
的
な
検
討
を
始
め
て
い
る
。

当
の
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
で
も
、
前
述

の

「炭
鉱
技
術
移
転
五
ヶ
年
計
画
」
に
基

づ
い
た
研
修
事
業
が
中
心
事
業
と
認
識
し

つ
つ
も
、
同
計
画
後
の
会
社
の
経
営
ベ
ク

ト
ル
は
定
ま

っ
て
い
な
い
。
し
か
し
、
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン

(株
)
の
会
社
案
内
に

は
、
そ
の
目
的
と
し
て

(1
)
石
炭
の
採
掘
な
ら
び
に
販
売
事
業
の
ほ
か
に
、

(2
)

採
石
業
、
(3
)
海
上
運
送
、
港
湾
運
送
並
び
に
貨
物
自
動
車
運
送
業
、
(4
)
石
炭
採

掘
技
術
の
研
修
及
び
石
炭
採
掘
技
術
の
移
転
事
業
、
(5
)
一
般
廃
棄
物
、
産
業
廃
棄

物

の
収
集

・
運
搬

・
処
理
並
び
に
土
木
建
設
廃
材
、
石
炭
灰
、
ゴ
ム
、
プ
ラ
ス
チ

ッ

ク
、
金
属
、
そ
の
他

一
般
及
び
産
業
廃
棄
物

の
再
生
及
び
販
売
、
(6
)
国
内
外
に
お

け
る
都
市
開
発
、
地
域
開
発
、
経
済
開
発
、
産
業
開
発
、
社
会
開
発
、
都
市
再
開
発
、

観
光
開
発
、
環
境
問
題
の
調
査
、
研
究
、
計
画
、
設
計
事
業
、
(7
)
特
定
労
働
者
派

遣
の
事
業
、
(8
)
そ
の
他
前
各
号
に
附
帯
関
連
す
る

一
切
の
事
業
が
掲
げ
ら
れ
て
い

る
。
(6
)
か
ら
は
、
生
き
残
り
を
か
け
て
、
あ
ら
ゆ
る
事
業
に
対
し
て
前
向
き
に
検

討
す
る
と
い
う
同
社

の
姿
勢
が
感
じ
ら
れ
る
が
、
基
本
的
に
は
①
研
修
事
業
、
②
石
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炭

の
生
産

・
販
売
、
③
廃
棄
物
中
間
処
理
が
現
在

に
お
け
る
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
の

経
営

の
三
本
柱
と
し
て
考
え
ら
れ
て
い
る
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
実
際
、
同
社
の
パ

ン
フ
レ
ッ
ト
に
は
事
業
計
画
等
と
し
て

(
1
)
採
掘
及
び
販
売
事
業

(生
産
規
模

…

約
七
〇
万
ト

ン
)、

(2
)
研
修
事
業

(炭
鉱
技

術
移
転
計
画
五

ヶ
年
計
画
事
業
)、

(3
)
国
か
ら
の
業
務
委
託

(J
I
C
A
、
N
E
D
O
、
J
C
O
A
L
等
)
、
(4
)
廃

棄
物
中
間
処
理
事
業
、
(
5
)
新
規
事
業
分
野
の
開
発

(環
境
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
等
)

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

筆
者
等
は

一
昨
年
二
〇
〇
二
年

一
〇
月
に
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社

の
ご
好

意
に
よ
り
、
採
炭
現
場
の
見
学
を
お
願
い
し
、

な
お
か

つ
同
社

の
事
業
計
画
を
中
心

に
お
話
を
う
か
が
う
機
会
を
得
た
。
そ
の
詳
細

は
草
野
真
樹

「釧
路

コ
ー
ル
マ
イ

ン

株
式
会
社
を
視
察
し
て
」
『
エ
ネ

ル
ギ
ー
史
研
究
』
第

一
八
号
、
二
〇
〇
三
年
で
報
告

し
た
。
そ
の
後
二
〇
〇
四
年

一
月

一
六
日
か
ら

二
日
間
に
わ
た

っ
て
私
達
三
名

(外

川

・
庚

・
萩
原
)
は
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社

の
ご
好
意
に
よ
り
、
再
度
採
炭

現
場
の
見
学
の
み
な
ら
ず
、
炭
鉱
技
術
移
転
計
画
五

ケ
年
計
画
事
業
の
現
況
お
よ
び
、

太
平
洋
炭
礦

(株
)
時
代

の
資
料
調
査
を
行

っ
た
。
本
レ
ポ
ー
ト
は
最
近

の
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
の
現
状
に
関
す
る
簡
単
な
調
査

レ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。

採
炭
現
場

釧
路

コ
ー
ル
マ
イ

ン
株
式
会
社
と
な

っ
て
か
ら
は
、
稼
行
鉱
区
が
相
当
縮
少
さ
れ
、

稼
働
中

の
採
炭
フ
ィ
ー
ル
ド
は
海
面
下
二

一
五
～
二
三
五
メ
ー
ト
ル
の

「上
部
右
下

層
二
号
S
D
」
で
あ

っ
た
。
前
回
見
学
し
た

「上
部
右
二
号
S
D
」
(海
面
下
約
三
三

〇
メ
ー
ト
ル
)
よ
り
も
さ
ら
に
浅
い
現
場
で
あ
り
、
入
坑

口
か
ら
斜
坑
人
車
で
約
七
分
、

徒
歩
約

一
五
分
か
か
る
距
離
に
し
て
約
二
キ

ロ
の
現
場
で
あ

っ
た
。
筆
者

の
う
ち
外

採炭現場見学前のミーティング

川

は

太

平
洋
炭
礦

(株
)
時

代

に
二
度

採
炭
現
場
を
見
学
し

た
経
験

が
あ
る
が
、

こ
の
と
き
は
い
ず
れ

も
高
速
人
車
や

マ
ン

ベ
ル
ト

の
お
世
話
に

な
り
な
が
ら
現
場
ま

で
お
お
よ
そ

一
時
間

半
の
道
を
、
汗
を
掻

き

な

が

ら
歩

い
て

や

っ
と
た
ど
り
着

い

た
の
を
覚
え
て
い
る
。

そ
の
と
き
の
状
況
と

は
あ
ま
り
に
も
違
う

現
況
で
あ
る
と
感
じ

た

の
は
、
現
場
が
相

当
寒
か

っ
た

こ
と
で

あ
る
。

一
月
の
北
海
道
と
い
う
条
件
も
あ

っ
た
の
か
も
し
れ
な
い
が
、
以
前
に
比
べ

相
当
浅
い
現
場
に
、
差
ほ
ど
苦
も
な
く
た
ど
り
着

い
た
こ
と
も
あ
り
、
坑
道
を
吹
く

風
が
非
常
に
冷
た
く
感
じ
た
。
案
内
を
し
て
く
だ
さ

っ
た
市
原
義
久
氏

の
説
明
に
よ

れ
ば
、
あ
る
程
度
坑
道

に
風
が
吹

い
て
く
れ
る
の
は
、
坑
内

の
自
然
発
火
を
防
ぐ
た

め
に
も
あ
り
が
た
い
こ
と
だ
と
い
う
こ
と
で
あ

っ
た
。

今
回
見
学
し
た

「上
部
右
下
層
二
号
S
D
」
は
、
二
〇
〇
三
年

一
〇
月
八
日
よ
り
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稼
動
さ
れ
て
い
る
現
場
で
あ
る
。
な
お
、
S
D
と
は
採
炭
設
備
で
あ
る
シ
ー
ル
ド
支

保

(S
)
と
ド
ラ
ム
カ
ッ
タ
ー

(D
)
を
組
み
合
わ
せ
た

「
S
D
採
炭
」
に
由
来
す
る

略
称

で
、
こ
の
現
場
で
は
自
走
枠
と
し
て
ド
イ

ツ
の
D
B
T
社
製

の

T
H
ー
七

(支
持
力

"
七
三
八

t
)
×

一
四
九
セ

ッ
ト
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
ま
た
切
羽

コ
ン

ベ
ア
と
し
て
は
や
は
り
ド
イ
ツ
製
D
B
T
社
製

の

T
l

一
五

(
一
五
〇
〇

t
/
h
。

四
〇
〇
k

W
×
二
)

×

一
四
九
が
、
ド
ラ
ム
カ

ッ
タ
ー
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
J
O
Y

社
製
の
四
L
S

(総
出
力
六
九
六
k

W
)
が
使
用
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
採
炭
現
場
は

一
昨
年
見
学
し
た

「上
部
右

一
号
S
D
」
同
様
、
昭
和
三
〇
年
代
に

一
度
採
炭
を
手

が
け
た
個
所
で
あ

っ
た
。
し
か
し
、
当
時
の
技
術
力
で
は
軟
弱
な
粘
土
層
の
存
在
に

よ
り
坑
道
を
十
分
に
支
え
る
こ
と
が
で
き
ず
、
結
果
と
し
て
採
炭
を
あ
き
ら
め
た
現

場
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
石
炭
層
以
外

の
ボ
タ
部
分
が
多
く
、
歩
留
ま
り
の

面
で
も
か
つ
て
は
魅
力
が
な
か

っ
た
現
場
で
あ

っ
た
よ
う
で
あ
る
。
な
お
切
羽
の
面

長
は
二
二
〇
メ
ー
ト
ル
、
稼
行
長
は
七
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ

っ
た
。

こ
の
採
炭
現
場
の
見
学
を
し
た
後
、
徒
歩
十
分
ほ
ど
の
距
離
で
行
わ
れ
て
い
た
海

外
技
術
研
修

の
実
習
現
場
を
視
察
す
る
こ
と
が

で
き
た
。
現
場
で
は
ベ
ト
ナ
ム
の
研

修
生
が
坑
道
支
保
の
た
め
の
ロ
ッ
ク
ボ

ル
ト
の
設
置
実
習
が
行
わ
れ
て
い
た
。
実
習

現
場
に
は
様

々
な
標
識
が
実
習
生
の
母
語
で
あ

る
中
国
語
や
ベ
ト
ナ
ム
語
で
も
書
か

れ
て
お
り
、
実
習
生
達
は
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
指
示
に
従
い
、

一
つ
一
つ
の
工
程

を
理
解
し
な
が
ら
着
実
に
作
業
を
進
め
て
い
た
。

研
修
事
業

釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
で
は
二
〇
〇

二
年

の
四
月
か
ら
本
格
的
に

「炭
鉱

技
術
海
外
移
転
事
業
」
が
開
始
さ
れ
、
二
〇
〇

二
年
度
は
ベ
ト
ナ
ム
人

"
七
七
名
、

中
国
人

"
六
九
名
、
イ
ン
ド
ネ

シ
ア
人

…
二
三
名
、
合
計

二

六
九
名
を
、
二
〇
〇

三
年
度
に
は
、
ベ
ト
ナ
ム
人

…
一
〇
三
名
、
中
国
人

…
一
〇
六
名
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

人

…
二
三
名
、
合
計

…
二
三
二
名
を
受
け
い
れ
た
。
な
お
、
研
修
生
は
す
べ
て
男
性

で
あ

っ
た

(『
K
C
M
通
信
』
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン

(株
)
、
二
〇
〇
三
年

一
二
月
)
。

研
修
を
行
な
う
に
あ
た

っ
て
、
円
滑
な
意
思
疎
通
の
た
め
の
通
訳
の
役
割
は
大
き

い
。

こ
の
重
責
を
担
う
通
訳
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
で
日
本
語
試
験
を
受
け
た
優
秀
な
者
が

ロックボル トの設置実習

担
当
し
て
い
る
。
各

国
の
通
訳
数
は
ベ
ト

ナ
ム
一

二
名
、
中

国

…
九
名
、
イ
ン
ド

ネ

シ
ア

日
六
名
で
あ

る
。
な

お
、
釧

路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式

会
社

で
は
主
と
し
て

中
国
と
ベ
ト
ナ
ム
か

ら
の
研
修
生
を
受
け

い
れ
て
い
る
。

二
〇
〇
三
年
度
に

お
け
る
各
国
研
修
生

の
教
育
状
況
を
見
よ

う
研
修

コ
ー

ス
は
各

国

炭

鉱

の
事

情

に

よ

っ
て
異
な
る
が
上

一
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NEDO炭 鉱技術研修セ ンター=研 修所

級
と

一
般
に
分
け
ら

れ
て
い
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
向
け

コ
ー

ス

の
上

級

は

「経
営
管
理

コ
ー
ス
」

と
な

っ
て
お
り
、
日

本
で

一
〇
週
間
の
研

修
を
研
修
生
八
名

・

通
訳
四
名
で
行
な
わ

れ
て
い
る
。
同

コ
ー

ス
の
研
修
生
は
炭
鉱

の
副
社
長
な
ど
の
重

役

が
多

い
。

一
方
、

ベ
ト
ナ
ム
人
向
け

一

般

コ
ー
ス
で
は
採
掘
、

保
安
、
機
械
、
電
気

の
研
修
が
、
二
四
週

間
に
わ
た

っ
て
行
な

わ
れ
て
い
た
。
研
修
は
①
座
学
、
②
資
格
習
得
教
育
、
③
坑
内
外
実
技
研
修
の
三
本

柱
で
行
わ
れ
て
い
た
。

中
国
人
向
け

コ
ー
ス
の
上
級
に
は

「経
営
管
理

コ
ー
ス
」
と

「保
安
監
督

コ
ー
ス
」

の
二
つ
が
あ
る
。
後
者
は
中
国
炭
鉱

で
多
発
す
る
事
故
の
予
防

の
た
め
に
と
く
に
設

け
ら
れ
た
と
い
う
。
実
際
保
安
監
督
行
政
に
携

わ
る
役
人
が
、
こ
の
コ
ー
ス
の
研
修

生
に
含
ま
れ
て
い
る
。
な
お
、
上
級

コ
ー
ス
を
受
講
し
て
い
る
者
は
炭
鉱
長
を
は
じ

め
重
役
が
多
く
、
教
育
期
間
は
ベ
ト
ナ
ム
人
の
研
修
生
同
様
、

一
〇
週
間
で
あ
る
。

ベ
ト
ナ
ム
人
に
し
ろ
、
中
国
人
に
し
ろ
経
営
管
理

コ
ー
ス
を
修
め
に
来
て
い
る
研
修

生
は
、
本
国
で
は

エ
リ
ー
ト
で
あ
り
、
炭
鉱
会
社
の

マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
全
般
に
関
心
が

あ
る
者
が
多

い
。
こ
の
こ
と
も
あ
り
、
道
内
の
石
炭
火
力
発
電
所
や
製
鉄
所
な
ど
石

炭

ユ
ー
ザ
ー
の
工
場
見
学
も
行
な
わ
れ
て
い
る
。
ま
た
中
国
人
向
け

一
般

コ
ー
ス
で

は
、
保
安
管
理
、
保
安
技
術

・
管
理
の
研
修
が
二
四
週
間
に
わ
た

っ
て
実
施
さ
れ
て

い
た
。
研
修
は
ベ
ト
ナ
ム
人
向
け

コ
ー
ス
同
様
、
①
座
学
、
②
資
格
習
得
教
育
、
③

坑
内
外
実
技
研
修
な
ど
の
方
法
で
行
わ
れ
て
い
た
。

な
お
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
人
の
教
育
は
主
に

「三
井
松
島
リ
ソ
ー

シ
ス

長
崎
炭
鉱

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
行
わ
れ
て
い
る
が
、
採
掘
保
安

コ
ー

ス
の
研
修
の
た
め
に

年
三
回
、
「釧
路

コ
ー
ル
マ
イ

ン

(株
)
」
に
移
動
し
て
教
育
を
受
け
て
い
る
と
い
う

(「平
成

一
五
年
度
炭
鉱
技
術
海
外
移
転
事
業
進
捗
状
況
」
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン

(株
)
、

二
〇
〇
三
年

一
二
月
)。

今
回
の
調
査
メ
ン
バ
ー

の

一
人
で
あ
る
庚
は
、
二
〇
〇
四
年

一
月

一
六
日
、
九
時

半
か
ら

一
二
時
ま
で
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
と
同
じ
敷
地
内
に
あ
る

「炭
鉱

技
術
研
修
セ
ン
タ
ー
」
で
、
中
国
人
の
通
訳
や
保
安
技
術

・
管
理

コ
ー
ス
の
研
修
生

に
イ
ン
タ
ビ

ュ
ー
を
実
施
し
た
。
保
安
技
術

・
管
理

コ
ー
ス
の
中
国
研
修
生
は
二
〇

〇
三
年

一
〇
月
に
来
日
し
た
と
い
う
。
彼
ら
の
殆
ど
が
三
〇
代
で
あ
り
、
学
歴
は
専

門
大
学
卒
業
以
上
の
エ
リ
ー
ト
で
あ
る
。
所
属
炭
鉱
は
黒
竜
江
省
、
山
東
省
、
江
蘇

省
か
ら
が
多
く
、
各
炭
鉱
の
中
間
幹
部
で
あ
る
。

研
修
は
毎
週
月
曜
日
か
ら
金
曜
日
ま

で

一
日
お
よ
そ
八
時
間

の
授
業
か
ら
成
り

立

っ
て
い
る
。
研
修
時
間
の
以
外
は
自
由
時
間
と
な
り
、
テ
レ
ビ
視
聴

(衛
星
放

送
)
や
新
聞

(人
民
日
報
、
北
京
晩
報
、
光
明
日
報
)
を
読
ん
だ
り
、
ビ
リ
ヤ
ー
ド

な
ど
を
す
る
と
い
う
。
休
日
は
同
セ
ン
タ
ー
が
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
を
運
行
し
、
釧
路
市
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内
で
の
買
い
物
や
市
内
観
光
に
利
用
し
て
い
る
。

給
料
は
本
国
で
支
払

い
さ
れ
る
た
め
、
日
本

で
は
無
給
で
あ
る
。
し
か
し
N
E
D

O
か
ら

「お
小
遣
い
」
と
し
て
月
六
万
円
が
支
給
さ
れ
、
研
修
生
は
こ
れ
を
融
通
し

て
タ
バ
コ
や
自
炊
用
の
食
材
な
ど
を
買

っ
て
い
る
。
な
お
、
食
費
は
無
料
で
月
曜
日

か
ら
金
曜
日
ま
で
共
同
食
堂
で

一
緒
に
と
る
が
、
土
曜
日
と
日
曜
日
は
自
費
で
自
炊

を
し
て
い
る
。

ベ トナム人向けコースの座学風景

研
修
生
用
の
住
宅

と
し
て
は
、
太
平
洋

炭
礦

時
代

の
社
宅
を

無
料
で
提
供
し
て
い

る
。
も
ち
ろ
ん
光
熱

費
も
無
料

で
あ
る
。

生
活
習
慣
が
異
な
る

中
国
人
を
配
慮
し
て

各
部
屋
に
は
ベ
ッ
ド

を
置

い
て
い
る
。
な

お
、
研
修
生
の
殆
ど

は
結
婚
し

て
お
り
、

「本
国

の
家
族

に
会

い
た
い
」
と
口
を
揃

え

て
言

っ
て
い
た
の

が
印
象
的
で
あ

っ
た
。

海
外
研
修
事
業
も

早
二
年

を
経

過
し
、

技
術
移
転
五
ヶ
年
計
画
も
い
よ
い
よ
中
盤
に
突
入
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
研
修
成
果
が

現
地
で
ど
の
よ
う
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
か
、
そ
の
チ

ェ
ッ
ク
ア
ン
ド
レ
ビ

ユ
ー
、

フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
今
後

の
大
き
な
課
題
の

一
つ
で
あ
る
。中国人向けコースでのひとこま

炭
鉱
資
料
室

釧
路

コ
ー
ル
マ
イ

ン
株
式
会
社

の
選
炭

工
場
の
前
に
建

つ
太

平
洋
興
発
ビ
ル

一
階

の
奥
に
あ
る
小
さ
な

部
屋
に
、
精
選
さ
れ

た
太
平
洋
炭
礦

(株
)

の
資
料
が
一
部
保
管

さ
れ
て
い
る
。
と
く

に
結
局
完
成
に
は
至

ら
な
か

っ
た
七
〇
年

史
の
編
集

の
た
め
収

集
さ
れ
た
資
料
や
そ

の

原

稿

(案
)
、
坑

内

・
坑
外

の
機
械
類

や
鉄
道
港
湾
な
ど
の
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写
真
、
社
内
報
の

「太
平
洋
」
等
が
目
を
引
く
。
残
念
な

こ
と
に
火
災
に
遭
い
、
戦

前
の
資
料
は
ほ
と
ん
ど
残
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、
昭
和
五
〇
年
以
降

の
経
営
協
議

会
の
資
料
や
賃
金

・
退
職
手
当
に
関
す
る
資
料

は
整
理
さ
れ
保
存
が
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
の
資
料
の

一
部
は
釧
路
市
な
ど
に
貸
し
出
さ
れ
て
お
り
、
地
域
史

・
地
域
社

会

の
経
済
研
究
や
調
査
に
使
用
さ
れ
て
い
る
と

い
う
。

(追
記
)
昨
年
度

に
引
き
続
き
、
調
査

で
は
釧
路

コ
ー
ル
マ
イ
ン
株
式
会
社
及
び
太

平
洋
炭
礦

O
B
の
方

々
か
ら
並
々
な
ら
ぬ
ご
協
力
を
得
た
。
と
く
に
菊
地
靖
則
氏
、

松
本
裕
之
氏
、
市
原
義
久
氏
、
高
橋
陽

一
氏
、
菅
原
繁
樹
氏
、
宮
野

久
氏
、
齋
藤

完
治
氏
、
木
村
善
陽
氏
、
水
石

豊
氏
か
ら
は
見
学

の
コ
ー
デ

ィ
ネ
ー
ト
か
ら
資
料

提
供
ま
で
、
様
々
な
面
で
お
世
話
に
な

っ
た
。
記
し
て
感
謝
い
た
し
ま
す
。

資料室での資料閲覧。お話をしてくださったのは

太平洋OBで もある佐藤冨喜雄氏。
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